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はじめに 

 

 「新潟県少年自然の家指定管理者審査委員会」（以下「審査委員会」という。）

は、令和７年度から指定管理者制度に移行する新潟県少年自然の家の指定管理者候

補の選定が公平かつ適正に行われるために設置された。 

 このたび、申請のあった株式会社サンアメニティを指定管理者候補として適当と

判断し選定したので、審査委員会における選定方法及び審査結果について、以下の

とおり報告する。 
 

１ 指定管理者候補の選定方法 

(1) 指定管理者候補の選定方法 

新潟県少年自然の家の指定管理者は施設の管理運営や来所者への指導を全般的

に行うことから、指定管理者候補の選定に当たっては、申請者の幅広い能力・ノ

ウハウを総合的に評価し選定する必要があるため、申請者からの提案内容につい

て総合的に評価することとした。 

  

(2) 審査委員会の設置 

令和６年７月17日付けで定めた新潟県少年自然の家指定管理者審査委員会設置

要綱に基づき、新潟県少年自然の家の指定管理者候補の選定を公平かつ適正に行

うため、次の５名の委員を構成員とした。 

 

【民間有識者委員】 

 委 員 長 宍戸 邦久 新潟大学副学長 経済科学部教授 

 副委員長 桑山 宗大 独立行政法人国立青少年教育振興機構 

            国立妙高青少年自然の家次長 

委  員 石田 直樹 日本公認会計士協会東京会新潟県会 公認会計士 

 委 員 玉木 尚子 新潟県社会保険労務士会 社会保険労務士 

 委 員 浮須 崇徳 特定非営利活動法人ヨリシロ 

代表理事・コーディネーター 

  

【オブザーバー委員】（※審査の採点には加わらない） 

      小川 智子  新潟県教育庁生涯学習推進課 課長 

伊藤 彰    新潟県少年自然の家 所長       

 

(3) 審査委員会の開催状況 

第１回審査委員会 

開催日：令和６年８月９日（金） 

内 容：審査委員会の設置に関する事項 

新潟県少年自然の家指定管理者募集要項等の検討 

第２回審査委員会 

開催日：令和６年10月29日（火） 

内 容：申請者プレゼンテーション及びヒアリング 

申請内容の審査、採点及び指定管理者候補の選定 



 

 

3 

 

２ 申請者の応募状況 

令和６年８月16日（金）から令和６年10月18日（金）までの間、新潟県少年自

然の家指定管理者募集要項及び新潟県少年自然の家業務仕様書、新潟県少年自然

の家施設概要を公表し、指定管理者指定申請書等の受付を行った。 

受付期間内に、以下の団体から申請があった。 

 

 【申請者】 

  名 称：株式会社サンアメニティ 

  所在地：東京都北区王子三丁目 19番７号 

 

３ 審査結果 

(1) 審査方法 

新潟県少年自然の家指定管理者募集要項の９(指定管理者候補の選定方法)に基

づき、申請者が申請資格の要件に適合していることを県教育委員会が確認すると

ともに、第２回審査委員会において、提出された申請書の内容について、書類審

査、申請者によるプレゼンテーション及びヒアリングを実施し、民間有識者委員

５名による採点を行い、提案内容の妥当性を判断した。 

 

(2) 審査結果 

審査の結果、指定管理者として適当と認められるため、株式会社サンアメニテ

ィを指定管理者候補として選定した。 

（採点結果は別表のとおり） 
 

４ 審査総評 

 指定管理者候補として選定した株式会社サンアメニティは、新潟県少年自然

の家のあり方に関する検討委員会報告書（令和５年 10 月）において示された

今後担うべき役割の実現に向けて意欲的かつ適切な提案を行っており、また、

株式会社として安定的な経営基盤と施設運営の実績を有していることから、新

潟県少年自然の家を適切に管理運営する能力を有すると認められる。 

 

５ 附帯意見 

審査委員会は、指定管理者候補に選定されたものに対して、新潟県少年自然の

家の管理運営をより良いものとしていけるよう、以下のとおり附帯意見を申し添

えた。 

・ 事業の運営及び実施に際しては、県職員との役割分担を明確にした上で、

事故を起こさないための安全管理体制の構築に、最大限努めること。 

・ 多種多様な事業を展開する指定管理者候補のスケールメリットを活かし

た企業内研修の実施やノウハウの活用により、安定的な運営を行っていくこ

と。 
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※得点は審査委員の合計 

 

 
 

 

審査項目 

 

 

審査の視点 

評
価
点
満
点 

株
式
会
社
サ
ン

ア
メ
ニ
テ
ィ 

基本事項 

施設の設置
目的と管理
運営方針 

・県教育委員会が示す管理運営方針と申請者が提案した方針は合致
するか。 

満 

た 

し 

て 

い 

な 

け 

れ 

ば 

失 

格 

〇 

収支計画の
適確性及び
実現の可能
性 

・申請者が提示した指定管理料は、県教育委員会が示した基準額以
内となっているか。 

・収支の積算と事業計画は整合性が図られているか。 

・収支計画は実現可能なものか。 

・業務遂行のための適切な積算となっているか。 

〇 

施設の維持
管理の適確
性 

・当該施設を適切かつ安定的に管理運営する能力があるか。 

・県教育委員会が求める維持管理の基準に合致しているか。 〇 

労働法令の
遵守 

・労働関係法令は遵守しているか。 

・最低賃金は遵守しているか。 
〇 

その他 
・過去に本県の公の施設の指定管理者として重大な協定違反等をし
た事実はないか。あった場合は適正な措置がとられているか。 

〇 

施設の平

等利用の

確保 

平等利用を
図るための
具体的手法
と期待され
る効果 

・高齢者や障害者等、全ての利用者の平等な利用や利用のしやすさ
に配慮しているか。 

35 28 

事業計画

書の内容

が施設の

目的を効

果的かつ

効率的に

達成する

ことがで

きること 

管理経費に
おける経済
性 

・効率的な維持管理を図ることなどにより、提案額は県教育委員会
が示す基準額と比べ節減は図られているか。 50 38 

サービス向
上を図るた
めの具体的
手法 

 

・利用者ニーズを把握し、質の高いサービス提供に向けた取組内容
は十分か。 50 40 

・施設の機能や設備を活用した提案となっているか。 25 22 
・指定管理者と県職員が連携して事業を実施するための体制がとられて

いるか。 
25 18 

施設等の維
持管理の内
容の妥当性 

・維持管理の内容（実施回数、箇所等）は、適切な計画となってい
るか。 25 23 

・施設、利用者の安全管理への取組（防犯・防災・事故防止・感染
症防止等の対策）は十分か。 25 20 

利用者の増
加を図るた
めの具体的
手法 

・利用者の増加に向けた具体的な取組内容（魅力的な企画事業、自
主事業等）は十分か。 

・提案された目標（利用者数等）は具体的かつ適切か。 

・施設の利用促進に向けた広報計画は適切か。 

50 38 

管理運営に
有益な地域
における活
動(地域貢献) 

・地域との関わりが強い活動や地域と一体となった活動等の実施に
向けた取組は適切か。 

・地域、関係機関、ボランティアとの連携は適切か。 
35 28 

事業計画

書に沿っ

て施設の

運営管理

を適正か

つ確実に

行う能力

を有する

こと 

安定的な運
営や企画事
業の着実な
実施が可能
となる人的
能力及び運
営体制 

・職員体制（人数、配置体制）は適切か。 35 28 
・責任の所在は明確か。 

・有資格者、経験者等の配置は適切か。 

・職員の確保にかかる対策は適切か。 

・職員の育成、研修体制は適切か。 

・外部委託の実施計画は妥当か。 

・共同体の場合、構成団体の責任・役割分担は妥当か。 

35 26 

財務状況及び

経営的基盤 

・申請者の財務状況は健全か。 

・金融機関、出資者等の支援体制は十分か。 
35 26 

【別表 採点結果】              
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その他 

利用者要望
への対応 

・利用者等からの苦情、要望の把握及びそれらへの対応体制は妥当
か。 

・トラブルの未然防止、発生時の対策は妥当か。 
25 21 

緊急時の対
応、情報公
開、個人情
報保護及び
公益通報者
保護の取組 

・防災対策、緊急時及び事故発生時の対策（未然防止対策を含
む。）は妥当か。 

・情報公開、個人情報保護及び公益通報者保護の取組は妥当か。 
25 22 

地域経済へ
の貢献 

・地元企業の参画・活用や地域経済への貢献を考慮しているか。 
25 22 

合計 
500 
【Ａ】 

400 
【Ｂ】 

得点率【Ｂ】／【Ａ】（小数点以下四捨五入） 
80 
％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


